


導入前の課題 導入効果

⇒

⇒

⇒
データセンター内の顧客サーバーを、データセンターに行かず

にリモートでメンテナンスしたい

プロトコルごとに設定を変える必要があるものや、接続後に

操作できないことがあるのは困る

接続先や接続元のOSに関係なく、簡単且つ特別な設定変更無

く利用出来る方式が良い

VPNによりセキュアな環境でブラウザ経由の操作やJAVAの使用が

可能

柔軟性が高く、NAT変換も簡単に設定可能なPacketiXでLAN内と同

環境を実現

ソフトウェアやルーティング設定の追加等、接続先サーバーに手を加

えること無く利用出来る

SecureNAT概要

クラウドサーバー上にVPNサーバー（PacketiX VPN Server）、Radius、LDAP、コントロールパネルのサーバーを構築する。

VPNのユーザー管理はLDAPにて行い、ユーザー登録、各種変更はコントロールパネル（Webmin）にて実施する。

クライアントはPacketiX VPN ClientにてVPNサーバーの仮想Hub DEFAULTに接続する。

接続したいプライベートネットワーク分のルーティングをVPNサーバーに設定することで、接続先対象サーバーの

実プライベートアドレスにて各サーバーにアクセス可能。
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●
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PacketiXでのクライアントVPN検証構成について

テストクライアント

PaketiX VPN Client
Radius 認証用ユーザにて VPN 接続を行う。
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VPN 経由の通信経路

eth1

eth0

仮想 DHCP
(SecureNAT)

仮想インタ
フェース
(SecureNAT)

仮想 HUB

ルータ

VPN
Server

認証連携 認証連携

Radius LDAP Webmin
( ユーザー管理用
  コントロールパネル )

プライベートネットワーク B

VPN Client が送出したパケットは、

仮想インタフェースを通るときに、

送信元をVPN Server の eth1に割

り当てられたアドレスに書き換えら

れる。

VPN Client の
接続経路

サーバー群 ( 便宜上分けて表示、1 台でも可 )

ユーザ登録・
変更等

各サーバーの役割

VPN接続の受付

LDAPに接続できない

PacketiX VPNのための変換

実際のユーザー管理データーベース

LDAP用の管理インターフェース
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通信プロバイダ様

制限のない手軽なリモートアクセスで
クラウドサービスを提供
制限のない手軽なリモートアクセスで
クラウドサービスを提供

PacketiX VPN 3.0を利用しLAN内と同じ環境をリモートで実現

PacketiX VPN


